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導の工夫J （文部省、 1991年、以下「中学校指導資料） J)、 「高等学校保健体育指導資






































































































































「H 体府理論」を「 A 体操」、 「B 器械運動」、 「C 陸上競技」
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体育史 1 •く第 1 学年＞ I （1) 中学校生徒の特性
1 欧米各凹における近世 (1) 運動種目の特性と と運動
体育の概婆 返択 (2) 運動の特性と練習
2 わが田における体育の ア運動種目の特仕 ア体操の構成のしかた
概要 イ運動種目の送択 と行ない方
体育の目的 | (2) 練習の直要性と棟 イ スポーツとダンスの
1 体育の意教と目的 1 習に関する諸条件 練習のしかた
2 体育の目揉 ： ア練習の並要仕 ウ練習の諸条件
スポーツマンシ •I フ， 1 イ 練習に関する詩条件 (3) 運動の効果
1 スポーツマンシ ・／プの (3) 練習の方法 ア運動と身体の発達
意義 I ア練習のしかた イ運動と体力や運動技
2 スポーツ美談 ・イ練習の計画 能の向上
3 スポーツマンシ ソフ'Cl)I (4) 運動生活の設計 ウ 運動の精神的効果
育成 （4) 体力の測定方法と
4 日常生活とスボーツマ 1：第2学年＞ 結果の活用
ンシップ I (1) 運動の身体的効果 1(5) 現代の生活と運動
レクリェーショ ン 1 ア 運動と身体の形想的 (6) 運動によるレクリ













3 自弓に適した体育運動 (1) 
の卑方
法
4 体育運動の正しい練習 了薗'i. i 
ウ アマチュアスボーツ
5 運動と日光・空気 ・栄
国際＇技 i リクリ ・
蓑 (3也酎穀五面よる
工．ー ンヨノ
l r代オリ ンピソク競技 ・ ア 現代のレク ＇）ェーシ
2 極東湛手権大会 I ョン


































学昭和校体2育2年指導(19要47綱年） 昭中和2 6 年要高(1951年）
昭和31年(1956年） 昭和35年(1%0年） 昭和45年(1970年） 昭和53年(1<fl~) 平高成等元学年校(学1~習指導)要領
学学習校指導・ 等領学保校健体育科揖
高等学校学習指活要領 高等学校学習指導要領 高等学校学習指導要領 高等学校学習指導要領
'183, 
体育釜 (1) ;達の心と体育 1 発達高と運動
(1) 運動の特性と類型
アit運 動 罰の生理学的・心理 (1),1繰是否蒻法溢ーー州ニング
閻各運諄田余運ス種動ポ際暇動翫運練ー位蹟の衛生動： 育i 利目ツ的
2l 日米本育目体的の育意目史史概概説
ア運 身の発達に (1) 等学校期の発達 ア運動の生理
(2) と
の肝説 及ぼす影響動 や生活の特性と運動 イ 運動の力学
用法マンシップ
体育の （ア） 運 と身体的発 (2) 運動の類型と特性 ウ運動の心理 (3) 現代社会とスポー1 と目的 達 2 運動の練習 工運動の類型
2 体 毅禄とその内容 （イ） 運動と社会的情 (1) 運動練習の基棗 (2) 生活と運動 ツ
スポーツマンシップ 緒的発達 ア運動の生理 ア体力と運動
1 スポーツマンシップの （ウ） 運動と身体的固 イ 運動の力学 イ 現代生活と運動
意粒 名の子校防き ょう 正 ウ 運動の直理 ウ 現代社会におけるス
2 アマチュアスポーツと イ 高等学における生 (2) 運動の練習方法 ポーツ
プロスポーツ 活と）体育 ア 体力を高めるための 工 わが国の体育
3 民主的社会生活とスポ （ア 生活の設計と体 練習法
ーツマンシ ソフ＇ 育 イ 運動技能の練習法






(2} 学乱習；去 (l) 現代生 と体育
ーションの社 ア運 の択 (2) 麻業生活と体育
ける価値 （ア） の型と特 (3) 地域社会の生活と
動けるレクリエ 性 体育











































































































表 7の 1 内容別の中学校「体育理論」領域の内容の変遷




























中学校学翌指導嬰碩 中学校字召指導賽領 中粒＃百指導要碩I —一戸戸-三中学校生徒の特性 [( l ) ェと心石戸言□i如薗き
ア 遥動と身体の形只的
I 釦
I I らさ 1 
(3)と翡 の効果 ＇ ァ 運動と身比心たら 1
1 イ運動と生瑾的昂炉 ア 運動と身体の 違 き
I 




i :［ '；：：二： I I 
I (1) 運動積目9)1如性と （2) 運動の1寺性と績召 1(2） 辺四翫体力 (2） 体力の綜とm
迅択 ア体操の構成のしかた 測定 の練翌
ア 運動種目の咄 と行ない方 ア運動の1氾と棟翌 ア体力の測定とその結
1 イ 運動種目の追択 I イ スボーツとダンスの イ体力測定とその結果 果の活用
（2)品届？猜町 ゥ緩i麟’知 I 九舌用 1ィ正北と練苫
ア 絨召の重嬰性 I (4) 体力の測定料と 1
イ繰叫こ関するR条件 結果の活用




I オ運動能力の裏定 ! I i 
I | 1 ― 
; (3) 生活と 運動による （う） 環代の生活と運動I リクリェーショ ン (6) 運動によるレクリ 1 I 
ア現代のし クリェーシ ェーションの現状 1 
I 
I ;；叫，/）;；生1 1 I 
(l) 絨技会
| ：罰問アスヤーノl I I 
I 
と屈稟スポーツ
| l I I 
! i I ! 
I i I i 
l i I 
！ 
I 
I I I 
I l '  
平成元年（l'fl年）
中キふ伝：汀寂 要`頑







I昭和22 (1947年） 1昭和26年（明1年） ＇昭和31年(19'i6年） 昭和35年(1960年）
学校体育i導要綱 1中字校 ・高等学92 高等字校字召指導涙慎 高等字,1学召指導要攘I 1字召ほ導要領保健体育科縞I I 
：運動白生 1和晶衛生の雹覆 i甲甚恥（こiし点囁校期の違
！各種運動の畑 2 運動と年鈴 ・住 ・体質 及ばす9パ喜 や生ふの特性と；動
式
との閲係 （ア） 運動と 9体的た (2) 運動の蟻と1計性
＂，運動続臨
3 スポーツと冑年の紐 1 違 1 2 運動の緑召





g1 1 5 運動と日尤 空気 ・栄 (m噂？9体的固!?i腐舟， ！ 
賣鰻眼 紺の予防さょう正 ウ 運動の真壇
HI 
|名
（2) 運動の学臨 I (2) 運動の統召方法
I 
ア運動糧目9)選
1 （ア） 運動9)』も13| 親召法ア 体力をごめるための且 性 イ 運動1文船の絨召法
I 
~ I I （イ） 運動種目部のI(3) 運動の親否と縫康
枝＇ 1 条件 1 安全
1 1 
1 イ 合瑾的な運動字翌法 1(4) If.召効9J湛定
ik l:.;!1 ! I （ア） 遍動技術の上違
比
Iみ： ＇ （イ） 温詮諸臣 ！ l 
百
i I ウ 運動効果の匹 ． 
I I m mける自 i
己評f、 I 
| 1 | 
伯月の9げJ Iレクリェーショ ン
tl会体育
I I (3) 生年虹； 1 3 社会生活と体百 （2) 生活と運動 『双畑会と運動
運！ 積 I
1 レク＇)ェー ションのE イ 現代の生活と体百 （1) 双ft生活と体百 ア体力と運動
（ア） 文化の発区と体 （2) 屈稟生活と体百 イ 代生活と運動
2 レクリェーションの社 1 百 I (3) 地域社会の生活と ウ 閑代社会におけるス
1 会生活における値値 （イ）体百・スポーツ 体百 ポーツ
I 動 3 各国におけるレクリェ の立




1出 の方法 1 イ高忍学校における生 1 1 
碩 体胄 i .!もと体育霊 ｝ 家m: （;） ＂生活 の邸と体 ！ I 
I I ン屈圧‘)立場 1 ( ）動クフプぷ動と運 I I 
叩ばの目的 ザ噂恵讚と目的 i （ウ） ~I'滋技と対外 ！ 
a•J! | 2 位斉の目憬とその内容 貝技 I I I iスポーツマンシップ スポーツマンシ ップ I I 
!;! |：屯：こ:と)| 1 i | 
I I プロスポーツ 1 1 
I : 
I l口際編技 ；：墨；：竺，:I I 
1 と且代オリンピ •;;il} 1 ! 
2 極東選手檀大会
I I 
! 3ふがスカ／プ迅手撞I ! ! ! 
; I 4 ウイ ンプル ドンaば大 1 I 
＾ 
I 
I ぅぢアジガ叫大会 1 
I I研史 体百史 ・ア近代tでの生活と体I ! `  
I 
I I }音翡牡翻 1 浮） 古 ‘中世の生
I （イ）嘘？生活と体
I 


































































































低茎準 (1)」 r体育の科学」第14巻第9号、 1954年9月号、 363頁。）
協 校 i4; n 
（新 思籾社）
l，体百原理的事項
現 行 孜科湛の 分 析 衣




































































a.古代ギリンヤの体、官， 1 a．古代ギリンャ の体mとオリンビア四技I a．古代ーの体打
b．古代ローマの体育， i b.古代ロー~の体可 I b, I/ 






f.騎士体官の形零 I t. 




h.近代体官の発足 I h. ドイツ体・宮 とスニーデン体揉 I h. 
i.近代体育の性格 ' 1. 
i.18世紀以後の体r I i・―-- 1. j. 18世紀以後0体育．学校体百の発達．愛因運動と図オ、主毅．新しい体捻と
ダンス
k. I k,イギリスと中心とするsportsの普 k. 
・及及び発這 1)産業革命以前のSP・


































































a.湿動類型 ． ， a.運動種目の選択，各運動の特性分 a.各種スポーツの特質
／インデ 4ピィデュアル．デュアル． 類 fレコードと鼓うもの．身体身配の註力
＼チーム．アウテイング． 徒手．巧技，悶上．球技．水泳，レ と誼うもの．直接相手と笠うも 0，ポ各運動類製の内容． ．各運動類型の｛クリエーン•ン．対人スぶーツ，ゥ 八 ー 1咋謀介として霰うもの




C. | c. ： C．案判
: I d. i cl.記．猛活f9只，ズム，良い
e.- je.ジーズンとスポーツ スぶーツ 0ン
， ーズン制．特殊なシーズスンポーツ
の注意．査山キャンプ．スキー
t.体官の茂技 I f. l f. i, I 
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表8の2 1954年当時の中学校体育教科書の内容（前川峯雄・松浦義行「体育理論の叢低
茎準 (2)」 r体育の科学」第14巻第1号、 1954年1月号、 464頁。）
中学体可軟科書（仮称 ）内 吝分 析衣
中学体 Yr I% I 私たちの体育 I% I 中学体官"'* I% I 中学の体" |ジ
1 体nの目概に関す 5 
るもの 3 
l) 生沿と体訂 生活と体W l)体打の目探
(1)体W学誓と生活との 3 (1)生活と涅動





2) スぷーツマンン 2) スぷーツマンンフプ 5 (3) スぷーツマンンブプ 4 
ブプ
2社会生活 6 
1)社会生活と体育 12 l)良い上級生 I 1)健稟と社会生活1) スボーツの編で行
われる社会生活











































4 1) どんな生活としたら l)生活と鯰咽
l ・
よいか
2)生活の設計 j ll '2) レクリニーン・ンの憲謹3)鉛蝦活動 3）レク 9エーン●ンの
種虹
4) i<庭学曰 4) スがーツとレクリエ
ーン•ン





131 !}韮正 I} 61 i}!戸
3) 9体とよくする方法 I 3)運動と体力
塁：：~~:~) 5 




















71) ~違心理学的事項 10 























9スぶーツク 9プ．行 4 
Ilク9プ活.. ~I i 事の生活 l) ク9プ活動と校内餓 3 1) スポーツク 9プ活 技 蘭3)学校で行うスぶーツ
動 闊2 夏休の生活 校内鱈技
} (1)i）;学：運校9生9活プ区と鼠9の9プ目的・(息1)私たちの生徒会 夏休の間遁 対外霞技運動部ク 9プ活動 臨濁窟合と其の他の 対外霞技の性質
運動会の計面 計画 対外戴技の長所．知









1) 各種運動戴型の内 1)各種運動種目の特徽 75I 4)学校で行うスぶーツ
容及び其の特徴 目的其の内容 175 h)堕上餃技 1)運動の特色と練誓法1





改定年度 教育謀程の領域 性質と特徴 体育行事へのあらわれ方
恋法教育Jと本法、学校牧育法な ●児窟全、生徒会主催あ
昭和22 教科 どで、乎和と民主主義の教育、 るいは学校と共価の述















国家基準制、法的拘束力が強化 ● C 行.iIiなど」は学校
昭和33 教科 された。昭和32年から教師勤務 が計画し、指祁すると
(1958) 評定が強行された。 しヽうことになり、述動











































4S 3 I「学徒の対外試合について（通達） 」
（送手中心・栢敗中心の対外試合の反省の上にたって教育的述宮の必要性を設さ、試合規揆・く地理的範1!>、
大会致などをきびしく規制．）






























69 7 I「児丞生徒の述勁涼技について（通逹） j 
（岡年 6月の保伍体ti忘ぶ会の笞1」を受け、 「学校孜行活効としての対外巡到J；対如と「学校孜百活動以外の
対外品技」とに区分し、後者を社会体存の頷成へ移行．対外益技に閃する制約が平尖上なくなる．）
12 I ~少年述動翠技中央述絡協磁会「児立生徒の多加する学校孜育活勁外の巡動菜技会の広謀 」
（学校教育外の述勁盆技の「自主管理」のために同年7月に設立された同協議会によるこの甚準も、現実は
r 歯止め」とな らず、とくに、小 ・ 中学生の盈技大会は拡大の方I•] をとっていく． ）
～これ以I&、数行現場に支F点をきたすとして対外涼技基準の見直し（制限）を求める中体述や牧行者側とより
いっそうの基準級和を求める i•M協の効さがせめざ合う．～
79 7 I 「児章•生徒の述勁盆技について（通迂）」
（同-¥3月の保健体百益埠会の答中を交け、 中学生の全l:tI大会などの対外足技を 「学校数育活到J」に1及畑させ
る． itこ、小学生の対外足技を認める．）
























































2) 粂野 豊「生涯スポーツ～その見方・考え方～」 r体育科教育』第37巻第1号、
1989年10月号、 9頁。



































20) 中西 匠「体育科教育における人格形成論 (IT) ~ 『体育理論』学習の役割～」
中国四国教育学会編 「教育学研究紀要 第二部（教科教育学部門） 』第33巻、 1987年、
384頁。
21) 同上、 388頁。





25) 竹之下休蔵「体育になぜ理論学習が必要か」 『体育科教育」第29巻第9号、 1981年8
月号、 3頁。
26) 以下の①～⑨は、竹之下休蔵「体育になぜ理論学習が必要か」 r体育科教育J第29
巻、第9号、 1981年8月号、 2~3頁、梅本二郎「体育になぜ理論学習が必要か」 『体育
科教育育』第36巻第7号、 1988年6月号、 10~12頁、永田靖章「学習指導要領の中の体
育理論」 『体育科教育」第36巻第7号、 1988年6月号、 18~19頁を参考、引用した。
27) 草深、前掲「スポーツの権利主体の育成と体育理論の役割」 108頁。
28) 竹内常ー 「生活指導と教科外教育』民衆社、 1981年、 131頁。
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